
学校番号 218 

 

平成 31年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ２ 第１学年 

English CommunicationⅠ 

「All Aboard!」 

「All Aboard! WORK BOOK」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰの授業は「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技 

能の力を身につける実技的な授業です。英語で聞いたり読んだりしたことを基に、自分の情報や考え 

などを話したり書いたりして他者に伝えることができるようになるために、授業の中では積極的に言 

語活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションの中でどのように使われるか、ということ 

を意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・確かな英語力を身につけるためには音読活動は欠かせません。授業の中では音読活動を重点的に行な 

います。正しい発音を学び、他者に伝えようとする意識を持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・簡単な挨拶をかわす

ことができる。（Good 

morning./Good-bye.

など） 

・謝ったりお礼を言っ

たりすることができ

る 。（ I’m sorry. / 

Thank you. など） 

・簡単な自己紹介をす

ることができる。（名

前、年齢、誕生日、

出身地、住所など） 

・日常生活の身近な話

題についてYes/Noで

答える質問に応答す

る こ と が で き る 。

（「好き」「嫌い」な

ど） 

・日常生活の身近な数

字・日付・曜日・天

気などを言うことが

できる。 

・学んだ内容について、

簡単な質問に答える

ことができる。 

・インタビュ

ー 

 

・プレゼンテ

ーション 

 

・ワークシー

ト 

 

・スピーキン

グテスト 

・日常生活の身近な単語を

書くことができる。（dog 

/ eat / happy など） 

・日付・曜日・天気などを

書くことができる。（five 

/ Wednesday / cloudy な

ど） 

・短い文であれば、語順を

理解して書くことができ

る。（I went to the park.

など） 

・簡単な自己紹介文を書く

ことができる。（名前、住

所など） 

 

・ワークシー

ト 

 

・小テスト 

 

・定期考査 

・日常的な挨拶を理解す

ることができる。 

・日常生活の身近な単語

を聞いて、その意味を

理解することができ

る。 

・日付・曜日・天気など

を聞き取ることができ

る。 

・日常生活の身近な数字

を聞き取ることができ

る。 

・教室内で用いられる英

語は、簡単な指示であ

れば理解することがで

きる。 

教科書のリスニング活動

で聞く英語は、単文で

あれば、正確に聞き取

ることができる。 

・インタビュ

ー 

 

・ワークシー

ト 

 

・定期考査 

・分からない単語の

意味を辞書で調

べながら読み進

めることができ

る。 

・主語と動詞を中心

とした文構造に

注意して内容を

理解することが

できる。 

・英語の音声的な特

徴を捉えて、1 語

1 語正確に大きな

声で音読するこ

とができる。 

 

・ワークシー

ト 

 

・インタビュ

ー 

 

・音読テスト 

 

・定期考査 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・机間巡視によるワークシー

トのチェックや活動の観察 

・グループや個人で行う言語

活動を通して関心・態度・

意欲を評価 

・生徒の応答 

 

・ワークシートの確認 

・Ｑ＆Ａ活動での受け答え 

・机間巡視やスピーキングテ

スト、インタビューによる

音読活動やアウトプット活

動の取組確認 

 

・ワークシートの確認 

・Ｑ＆Ａ活動や筆答テストで

評価 

 

 

 

・ワークシートの確認 

・筆答テストで評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Pre-Lesson 

１・２ 

(８時間) 

本文に出て
くる主人公
に倣って、
be 動詞・一
般動詞を理
解した上で
自己紹介を
行 な う 内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英語で自己紹介が
できる。また自分
自身のことについ
て Yes/No で答え
る。 

・英語で自己紹介文を
作成し、それを発表
する。（自己紹介を
し合う） 

・英語で自己紹介を
し合えている。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・英語で自己紹介を
する。 

・正しい発音で英語 

を言う。 

・英語で自己紹介文を
作成する。 

 

・正しい発音で英語
による自己紹介が
できる。 

 

・ワークシートの取
組状況・ワークシ
ートを提出させ、
その内容を取り
組み状況の判断
材料として活用
する。 

「外国語理解の能力」 

・他者の発表内容を
理解する。 

・本文内容をリスニン
グ活動または音読
活動を通して理解
する。 

・他者の発表や本文
内容を理解して
いる。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・主語と動詞（be 動
詞・一般動詞）の
関係を理解し、簡
単な英文を書く。 

・身近な単語を理解
する。 

・be 動詞・一般動詞を
使った文を理解す
る。 

・分からない単語の意
味を調べ、理解する。 

・be 動詞・一般動
詞の文を理解し
ている。 

・新出単語を理解し
ている。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

Lesson １ 

(６時間) 

本文に出て
くる２人の
登場人物が
それぞれ住
んでいる家
を 紹 介 す
る。またモ
ンゴルとア
イスランド
の生活スタ
イ ル を 知
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界の家について
知っている情報
を、間違いを恐れ
ずに、積極的に話
す。 

・本文を読む前に、 教
師との Oral 

interaction を通し
て世界の人々がどの
ような生活をしてい
るかを理解する。 

・世界の家について
知っている情報
を、間違いを恐れ
ずに、積極的に話
している。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

 

「外国語表現の能力」 

・世界の家（モンゴ
ルとアイスラン
ド）について学ん
だ情報を、他者に
伝える。 

・本文内容について
の質問に質問文を
見ながら Yes/No

で答える。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・世界の家（モンゴ
ルとアイスラン
ド）についての本
文を他者に伝え
ることができる。 

・本文内容について
の質問に質問文
を見ながら
Yes/No で答える
ことができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・モンゴルとアイス
ランドに住む人々
がどのような生活
を送っているかに
ついて、読んだこ
とを理解する。 

・新出単語とフレーズ
を学んだ上で、本文
内容をリスニング
活動または音読活
動を通して理解す
る。 

・モンゴルとアイス
ランドに住む
人々がどのよう
な生活を送って
いるかについて、
読んだことが理
解できる。 

 

 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



・一般動詞・be 動詞
の過去形の使い方
を理解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・一般動詞・be 動
詞の過去形の使
い方を理解して
いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆答テス

トにおいて、知識が

身についているか

を判断する。 

Lesson ２ 

(６時間) 

世界的テニ
スプレーヤ
ーである錦
織圭の半生
についての
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定し
ない） 

・本文を読む前に、 教
師との Oral 

interaction を通し
て好きな有名人につ
いて理解する。 

（本単元では設定
しない） 

 

「外国語表現の能力」 

・錦織圭についての
スピーチを他者に
伝える。 

・本文内容について
の質問に質問文を
見ながら Yes/No

で答える。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・錦織圭についての
情報を他者に伝
えることができ
る。 

・本文内容について
の質問に質問文
を見ながら
Yes/No で答える
ことができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。もしく暗唱テ
スト。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・錦織圭について読
んだことを理解す
る。 

・新出単語とフレーズ
を学んだ上で、本文
内容をリスニング
活動または音読活
動を通して理解す
る。 

・錦織圭について読
んだことを理解
している。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・進行形の使い方を
理解する。 

 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・進行形の使い方を
理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆答テス

トにおいて、知識が

身についているか

を判断する。 

Lesson ３ 

(６時間) 

ジャック、
ユイ、ソフ
ィーが日本
の漫画文化
が世界に広
がっている
ことについ
て会話して
いる内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の漫画文化に
ついて知っている
情報を、間違いを
恐れずに、積極的
に話す。 

・本文を読む前に、 教
師との Oral 

interaction を通し
て日本の文化全般に
ついてどのようなこ
とを知っているかを
理解する。 

・日本の漫画文化に
ついて知っている
情報を、間違いを
恐れずに、積極的
に話している。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文の会話をペア
で再現する。 

・本文内容について
の質問に Yes/No

で答える。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・本文の会話をペア
で再現できる。 

・本文内容について
の質問に Yes/No

で答えることが
できる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。もしくは暗唱
テスト。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 



・日本の漫画文化に
ついて、読んだこ
とを理解する。 

・新出単語とフレーズ
を学んだ上で、本文
内容をリスニング
活動または音読活
動を通して理解す
る。 

・日本の漫画文化に
ついて、読んだこ
とを理解してい
る。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞（can,will）
に使い方を理解す
る。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・助動詞（can,will）
の使い方を理解
している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆答テス

トにおいて、知識が

身についているか

を判断する。 

Lesson ４ 

(７時間) 

休暇中にユ
イがウユニ
塩原を訪れ
たことにつ
いてメール
フレンドで
あるリンダ
に送ったメ
ー ル の 内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・夏休みに訪れた場
所についてペアで
伝え合う。 

・本文を読む前に、夏
休みに訪れた場所に
ついてペアで伝え合
う。 

・本文を読む前に、 教
師との Oral 

interaction を通し
てユイが訪れたウユ
ニ塩原について理解
する。 

・夏休みに訪れた場
所についてペア
で伝え合うこと
ができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

「外国語表現の能力」 

・本文で使われてい
る表現をもとに、
自分が夏休みに訪
れた場所について
他者に伝える。 

・本文内容または自
身の夏休みについ
て暗唱した質問文
とその答えのやり
取りをする。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・本文で使われてい
る表現をもとに、
自分が夏休みに
訪れた場所につ
いて他者に伝え
ることができる。 

・本文内容または自
身の夏休みにつ
いて暗唱した質
問文とその答え
のやり取りをす
ることができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。もしくは暗唱
テスト。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取り組み状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文内容や他者の
発表について読ん
だり聞いたりした
ことを理解する。 

・新出単語とフレーズ
を学んだ上で、本文
内容をリスニング
活動または音読活
動を通して理解す
る。 

・本文内容や他者の
発表について読
んだり聞いたり
したことを理解
している。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・to 不定詞の名詞的
用法、形容詞的用
法、福祉的用法の
使い方をそれぞれ
理解する。 

 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・to 不定詞の名詞的
用法、形容詞的用
法、福祉的用法の
使い方を理解し
ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆答テス

トにおいて、知識が

身についているか

を判断する。 

 

 

 

Lesson５ 

(７時間) 

北海道にあ
る帯広農業
高等学校の
学生が夢に
向かって学
んでいるこ
とについて
の内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の夢について
積極的にペアに発
表し合う。 

・本文を読む前に、自
分の夢についてペア
で発表し合う。 

・本文を読む前に、教
師との Oral 

interaction を通し
て農業学生の生活に
ついて理解する。 

・自分の夢について
積極的にペアに
発表し合うこと
ができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。 

 

「外国語表現の能力」 



 

・本文を要約した文
を暗唱し、他者に
伝える。 

・本文内容について
暗唱した質問文と
その答えのやり取
りをする。 

・ワークシートを用い
て本文内容の質問
に英語で答える。 

・視覚的教材を用い
ながら、本文を要
約した文を暗唱
し、他者に伝える
ことができる。 

・本文内容について
暗唱した質問文
とその答えのや
り取りをするこ
とができる。 

・机間巡視を行い言
語活動を観察す
る。もしくは暗唱
テスト。 

・ワークシートと評
価シートを提出
させ、その内容を
取り組み状況の
判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・農業学校の生徒た
ちについて読んだ
ことを理解する。 

・新出単語とフレーズ
を学んだ上で、本文
内容をリスニング
活動または音読活
動を通して理解す
る。 

・農業学校の生徒た
ちについて読ん
だことを理解し
ている。 

・ワークシートの取
組状況・定期テス
トの筆答テスト
において、知識が
身についている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞の使い方を
理解する。 

・本文中で用いられる
意味や用法を確認
する。 

・動名詞の使い方を
理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆答テス

トにおいて、知識が

身についているか

を判断する。 


